
データサイエンス教育
とPBLの試み

17：10-１7：25 中村賢治



G-learning

第1～11回

グループ型・PBL学習
第12～15回

専門家が参加することで、視
野の広い意見が身につき
体験が深まる



データサイエンス・AI・機械学習の概要
授業の目的

①AI・機械学習の基礎知識を理解し、社会実装されているサービスを把握すること
②価値観や異なる異なる意見を集約し、新たな知見を設計する協働的学習に挑戦すること
※MDASHの【AIに触れる・作業をする】、【異なる意見を集約する】の実現

授業の概要
授業構成は2系統あり、①オンライン教材を用いた自主学習と理解できないオンラインディスカッション、②プログ
ラミング演習やPBL演習などの実践的な課題解決型演習、とする。第12回からは最終課題の作成も担い、最終
日は全受講者と外部審査員によるディスカッション・講評を行う。

授業の到達目標
①社会に普及するAI・機械学習の歴史的背景や基礎知識を学ぶとともに、プログラミング演習から機械学習の動
きや性質を理解する。
②AIの代表的な技術である画像処理・自然言語処理・ロボットを学び、社会・受講者自身の生活との接点を把握
する。

③協働的学習から価値観や異なる異なる意見を集約する技術を身に着け、集約した意見・知識をアウトプットす
る。



今後の教材開発・公開の方向性

デジタル庁・教育データ利活用ロードマップ https://www.digital.go.jp/posts/a5F_DVWd 2020.1.7 pp.11

当授業は県内高校と連携し
4月から授業を実施する



授業の形式
オンライン（Zoom）による講義形式、毎回の授業は録画して後日配信するので、欠席時は必ず視聴すること。また、協働
作業については作業のマイルストーンを示すので、必ず実施すること。

授業スケジュール
第 1回 AIと社会（歴史と応用分野）
第 2回 ビッグデータとデータエンジニアリング
第 3回 機械学習の基礎と展望
第 4回 深層学習の基礎と展望
第 5回 計算機による認識
第 6回 機械学習のプログラムとPBL演習
第 7回 機械学習のプログラムとPBL演習
第 8回 予測と判断
第 9回 予測と判断のプログラムと演習
第10回 自然言語の基礎と演習
第11回 自然言語の基礎と演習
第12回 深層学習のプログラムとPBL演習（１） PBL

第13回 深層学習のプログラムとPBL演習（２） PBL

第14回 AIと産業界、構築と運用・PBL

第15回 総合演習・発表

データサイエンス・AI・機械学習の概要

●第1～11回オンデマンド型
授業動画の配信
授業毎の確認テスト

●第12～15回リアルタイム
グループに分かれた協働的学習
最終日には対面・オンライン発表

●使用ツール
Miro

Google Colaboratory



第2,3回 協働的学びの準備



第6,7回 Google Colaboratory (画像)
プログラミングに不安がある生徒が多かったので、Form機能でコードを隠し
て実施した。スクレイピングや画像判別機能を実装した。



第6,7回 Google Colaboratory (画像)
e-Stat APIを用いてデータを収集し、グラフや統計処理を行った
ノーコードで処理できるようにForm機能を用いた



第9,10回 Google Colaboratory (自然言語)



【岸田政権】を検索したワードクラウド(頻度)

第9,10回 Google Colaboratory (自然言語)



群馬大学のMDASH応用基礎シラバス(1部)

１．データサイエンス基礎
（DS）

２．データエンジニアリング
基礎

（DE・IT）

３．AI基礎
（AI）

1-1. データ駆動型社会とデータサイエンス
1-2. 分析設計
1-3. データ観察
1-4. データ・単回帰・重回帰分析、最小二乗法
1-5. データ可視化
1-6. 数学基礎
1-7. アルゴリズム

2-1. ビッグデータとデータエンジニアリング
2-2. データ表現
2-3. データ収集・IoT
2-4. データベース・テーブル定義、ER図
2-5. データ加工・集計処理、四則演算処理
2-6. ITセキュリティ
2-7. プログラミング基礎

3-1. AIの歴史と応⽤分野

3-2. AIと社会
3-3. 機械学習の基礎と展望
3-4. 深層学習の基礎と展望
3-5. 認識
3-6. 予測
3-7. 言語
3-8. 身体
3-9. AIの構築・運⽤

3-1. AIの歴史と応⽤分野
④⼈間の知的活動とAI技術

・学習＆認識
・予測＆判断
・知識＆⾔語
・⾝体＆運動

①AIの歴史
・推論
・探索
・トイプロブレム
・エキスパートシステム
③AIの持つ問題
フレーム問題
シンボルグラウンディング問題
②AIの種類
汎用AI/特化型AI
・強いAI/弱いAI
⑤AI技術の活⽤領域の広がり

・流通
・製造
・⾦融

・インフラ
・公共
・ヘルスケアなど



G-learning

第1～11回

グループ型・PBL学習
第12～15回

専門家が参加することで、視
野の広い意見が身につき
体験が深まる



最終発表【AIで課題を解決する】



最終日の外部講師

①群馬県産業経済部産業経済課
②群馬県教育委員会指導主事（情報）
③NTTデータ先端技術株式会社
④スキルアップAI

⑤上毛TR・群馬県eスポーツ連合

対面・オンラインでグループごとのプロジェクト
発表をし、外部講師にアドバイス・助言をいただ
く→学校にいながら社会をのぞける



データサイエンス・AI・機械学習の評価
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第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回

授業毎のアンケート結果

理解度 確認テスト

画像処理演習 自然言語演習 音声認識演習

プログラミング・グルー
プ学習というワードに不
安を感じる学生の反乱

コードを書かない
演習は評価が高か
った

Twitter APIの申請ミス

によるエラーで、演習が
失敗

音声認識の機能が、当
たり前すぎた



【横のつながり】

県内大学 県内専門学校 県外大学・・

今後の連携体制
文部科学省

群馬大学
●ICTデータサイエンス

コンソーシアム
●数理データ科学教育センタ

連携

【MDASHや教育連携】

県内高校 県内高校 県内高校・・・

【MDASHや教育連携】

県内小中 県内小中 県内小中・・・

教材
提供

連携
検討

経済産業省 ・・・

【県内企業】【県外企業】

縦
の
つ
な
が
り

方向性検討WG

定期的な
見直し

教材バンク
(著作権は放棄しない) 横のつながりが、教材・教育の質を増す

縦のつながりが、世界の教育事情を鋭敏にとらえ、新たな知見や教育を高速に浸透させる

共同研究
の資材

教材提供


